
7/2地方創生推進協議会　グループトーク　まとめ

Ｑ　今日の感想は？それぞれの関わりを意識して直感的に気になっていることなど。

A
ワークライフバランスでは、ワークのクオリティを考える必要がある。特に、富山県では女性の就業で管理職が少ない。そ
れは、どこに起因するのか？個人の出世欲の問題なのか？調べる必要がある。

生産年齢人口（１５歳から６４歳）の幅を広げる。元気なお年寄りが多いので、頑張ってもらう。ＣＣＲＣ構想も検討してみ
ては？

会議の中で富樫委員から子供が増えたといった話があったが、興味深い。結婚適齢期の独身男女の人口は？そういっ
たデータがあれば良い。

人口を増やすといった総合的な政策をすると多額の費用が懸かる。氷見市は裕福ではないので、施策を絞ってやった
方が良い。人口の取り合いになってはしょうがない。良い子育てをしたい。

都会から移住しようとしている人達は、氷見市に何を期待しているのか？求めているのか？データが欲しい。

お見合いを市の事業でできないか。

氷見で生まれ育ってきた。氷見の魅力は「食」だと思う。子供の減少には、危機感を持っている。自然に触れることがで
きる氷見は、子育て環境には良いのではないか。

私たち保育士会は、何について考えれば良いか。論点が広すぎて分かりにくい。

B 町の自治会として、空き家の問題が気になっている。空き家の定義があいまいなので基準を設けてほしい。

市としての人口要件は、地方自治法では３万人。人口が減少したら行政はどうあるべきかを市民に伝えていくべき。

市民も損得勘定を考えると思う。インフラや病院がどうなるのか。市民全体に危機感を持ってもらう。

今後は分科会形式で進めていくのか。思いを吸い上げていってほしい。

いかにしごとをつくるか。大きな企業誘致もあれば、既存の産業の強みを生かすことも必要。一次産業に光を当ててほし
い。

氷見を出て行った理由は簡単。富山と高岡に近くて通勤が便利だったということ。大学進学者のＵターン率を調べてほ
しい。大学を出た後戻って来ているか。

そういう我が家も誰も帰って来ていない。理由は自分で都会で仕事を決めている。

若いうちはどうしても都会に憧れる。ＡＫＢとか。

C
人口減少デザインをみて、なるほどと思った。転出や進学などで流出する若者をどのようにストップすればいいのか。一
つのアイデアとして、若者が学ぶ場があったらよい。福祉を学べる専門学校があればよいのではないか。

新卒の約半分が市外に就職している。この流出部分をいかにして市内に止めるかが問題。この協議会をみんなでよい
ものにしていきたい。ただ時間がない点が気がかりである。

長男が家を出ていって、家に孫がいない。小学校の児童数も少なく、このままでは、村がなくなってしまう。ただ、大きな
家がたくさん空いている。

男女共同参画のなかでも、出生率を増やすためには、夫の育児参加の時間を長くする必要がある。そうしないと女性の
負担が大きくなり、子供を産まなくなる。収入ももちろん大事だが、そもそも結婚しない人が多すぎる。

終了時間を、事前に知らせてほしい。会議後の予定がたてられない。

玉村先生の話すスピードが速すぎて、何をいっているのか、分からないときがある。



D
商工会議所におけるビジョンは当然のこと必要と感じており、人口問題・起業問題等を絡めたものを今から作り上げてい
く。そのビジョンとこの創生総合戦略が合ったものとなるかということが大切であると考えている。

人口減少対策として、集団見合いがいいと思うが、今までいくつかの団体で実施されてきたが、長続きしていないように
思う。子どもが多くいる家庭がいいと考えるが、息子曰く、自分は兄弟が多く寂しい思いをして恵まれていなかったと感じ
たので、子どもは１人だけにして、十分な幸福を感じてもらいたかったと言われ、そのような考え方もあったのかと、改め
てこの問題の難しさを感じた。

各団体でビジョンを作り、それを意見書等として吸い上げる仕組みを作る必要がある。それぞれが別々の方向を向いて
いても駄目で、それぞれの立場で考えたものをすり合わせしていく必要がある。生活レベルの話をしないとまとまらない
と思うが、個人的な意見の吸い上げはトークの場でやるのではないか。

少子化の問題は、もろに小学校に影響する。
子どもが減る→教員が減る→学校が減る→校長・教頭が減る。大変深刻な問題である。

E １０月までに国へ提出する戦略は、どの程度の内容のものか？（イメージがわかない。）

氷見市の人口の目標値について、市の考えはないのか？

開催案内に、会議の終了予定時間を明記してほしい。

財源（特に交付金）の説明をしてほしい。

人口が減少すると、市の財政、市民生活など、現在と比べどのようなデメリットが生じるのか示してほしい。そうでないと危
機感が伝わらない。

おせっかいおばさん（仲人）が必要である。

首都圏の人の受入れ体制をしっかりと整備してほしい。

若い人が定着するような施策を期待する。

出生届の際、複数人目の子どもを生むにいたった理由を聞いたらどうか？（会議での発言）

F
氷見高校で開催された福井、石川、新潟の水産高校生の集いでは、就職の受け入れ先がない為、ほとんどが進学を希
望する。やはり雇用の拡充が必要である。

ケーブルネットで今日行った創生協議会での説明を先行して、市民に報道してから、、その代表で会議をもってもらい
たい。

会の代表として来ているが、問題、提議が見えないため、もっとポイントをしぼって話していただきたい。

市長の熱い想いが伝わった。氷見市の人口推移　資料Ｅ６　人口減少×デザインの人口減少対策（合計特殊出生率・
転入者数・転出者数）を３つにポイントを絞って行えば出来るような気がする。

人口推移の表がわかりやすいので、よかった。

G 若い世代は何事に対しても無関心。そのため、人口問題に対しても関心がないのではないか。

昔の考え方を変えていかなければならない。氷見には新たな考え方に対して否定的なところがあるので、それを直して
いかなければ地方創生はうまくいかない。熱い人を集めて、変えていかなければならない。

H
氷見市商店街は、今年、来年と１件ずつ店が減っている。

空き家に誰かを入れるというのが難しい。なぜなら、氷見市商店街は、店舗が閉鎖されると民家になるからである。基本
的に、店をやるにあたっては居室を削って店舗運営を行っている。店舗を閉鎖することによって、（民家の中に店舗が無
い）普通の民家の状態にしている。

親と同居している人は、結婚したら家を出ていき、親と離れて暮らす人が多い。そのため、中心市街地の高齢化が加速
している。なお、親と離れて暮らす若い人は、宮田地区等に行くようである。



住宅事情の関係上、北町、南町には青年団が無い。

伊勢大町を回っているが、生まれてくる赤ちゃんが少ない。そして、若い人が少ない。

子供が１歳になると、歯ブラシを贈っている。

空き家を利用しながら店舗の運営を行っている。色々な所から氷見市に来てもらいたい。

現在、店舗と家が別にある。そのため、家の居室を増やすために店舗を閉鎖するというようなことはやらなくてもよい。

事業を行った結果として、店舗をいくつも持った。チャレンジすることは重要であると思う。

氷見市を誇れる街にしたい。氷見というと富山の端という感覚を持たれているが、「氷見はいいところ、一度は来て」と言
い続けている。

I 氷見市の人口減少の度合いは、風から肺炎になりかけている。もっと早い対応が必要ではなかったか。

世代によって価値観が多様化し、個性もバラバラである。互いに尊重しあう姿勢が重要と考える。
また、人口減を地域で食い止めることが大切と思う。

かつてJCで若者の減少をテーマとしたアンケートを実施した。若い世代に中心になってもらい、そのネットワークも活用
しながら考えてはどうか。未来志向の意見が期待できると思う。
羽咋や七尾は地域が活発になっているという印象がある。参考にされてはどうか。

市民に広くこの会議での議論や動きを知ってもらう必要があると思う。
危機感ばかり強調するとポジティブな発想が出にくくなることが気になる。

J 人口とは加速度的に減るのではないか？

Ｅ１のグラフは少し甘いと思う。

（推進協議会の）メンバーの中で若い人がいない。　いろいろな意見を聞くためにはもっと多様な年齢の人を入れるべ
き。

市内に企業が無いのが問題。

移住してきた人や氷見を訪れた人に氷見の魅力とは何か聞く。

人口を何とかするためには氷見全体で盛り上げることが大事。　目標を持って。地区からの意見をまとめ、問題点を探し
出し、答えを出す。

どんな人が増える可能性が高いか。（田舎の好きな人とか）

有名な学校を誘致。（育英？片山？）　廃校となった校舎を再整備。

「食」は富山県が一番。その中でも氷見が一番。　地域おこし協力隊と一緒に考える。（コノシロの例）

立山の景観を活かした情報を発信。何月が一番見易いとか。１月～１２月の写真をそろえておく。

K 資料はいきなり見せられてもわからない。事前に確認したい。量は多くてもよい。

スケジュールは理解できた。

博報堂作成の人口減少×デザインは理解しやすい。



市長の挨拶は紙にて事前配布して、その分、会議の時間を確保したい。

委員の自己紹介の時間があればよかった。

質疑応答が各所にあり、その度に、委員はプレッシャーがかかっていた。

中山間地に住んでいる若い夫婦は新築する際、なぜ、実家の横に建てずに、まち部に建てるのか？その原因を調べた
方がよい。

市外へ転出した方々に、実際は後悔していないか？ということ聞いてみては？

転入（転出）者に対し、転入（転出）の理由を聞いたほうがよいのでは？


